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１．はじめに  

  青森河川国道事務所では、津軽自動車道、上北自動車道、 

宮城県仙台市を起点とする三陸沿岸道路（一部）の３路線

の自動車専用道路（無料）を管理している。 

  そのうち、津軽自動車道、上北自動車道については、特

別豪雪地帯及び豪雪地帯に位置し、年間累加降雪量も３ｍ

以上あり、冬期に地吹雪が発生し、厳しい視程障害に見舞

われることが多い。そのため、吹雪による通行止めや交通

事故等の交通障害がしばしば発生しており、この冬期視程

障害対策として、防雪柵や自発光式視線誘導標の整備をこ

れまで進めてきた。また、加えて当事務所では、冬期の走

行安全性とサービス性の向上を目指し、ソフト対策での走

行支援策の取り組みも進めてきた。 

本文ではこれまで行ってきた地吹雪地帯における無料高

規格道路の走行支援策（ソフト対策）と今後の管理体制の

あり方について報告する。 

図1.位置図 

 

２．無料高規格道路の概要   

２．１ 津軽自動車の概要 

津軽自動車道は東北自動車道の浪岡ICから五所川原市を

通過し日本海沿岸の鰺ヶ沢町を結ぶ延長約38kmの高規格幹

線道路である（図2）。この津軽自動車道は青森県西北五

地域の交通軸としての物流や観光の活性化とともに、現状

の国道101号の交通渋滞緩和や冬期間の交通機能低下の改

善が期待されている。現在までに25．2ｋｍが供用済であ

り、残す柏浮田道路（12.3km）は事業推進中である。  

【道路諸元】 

①道路規格：第1種3級②幅員：13.5m③車線数：2車線 

④設計速度：V=80km/h 

 図 2.津軽自動車道位置図 

 

２．２ 上北自動車道の概要 

上北自動車道は第二みちのく有料道路との接続地点で

ある上北郡六戸町を起点に、東北町を経由し、七戸町まで

の延長約 24km の高規格幹線道路である（図 3）。この上

北自動車道は第二みちのく有料道路や東北縦貫自動車道 

八戸線へのアクセス強化を促し、青森八戸間の連携強化を

担い、一般国道４号・45 号の交通混雑緩和や交通事故の

減少、沿道環境の改善が期待される。現在までに 15.5km

が供用済であり、残す天間林道路(8.3km)については、令

和 4年内の供用開始に向けて事業推進中である。  

【道路諸元】 

・①道路規格：第１種2級(上北道路),第1種3級(上北天間 

林道路、天間林道路)②幅員：13.5m③車線数：2車線 

④設計速度：V=100km/h(上北道路),80km/h(上北天間林 

道路,天間林道路)  

図3.上北自動車道位置図 
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３．冬期における無料高規格道路の課題 

津軽自動車道及び上北自動車道は、特別豪雪地帯及

び豪雪地帯を通過する道路であり、冬期間には非常に

厳しい環境下に置かれている。 

年間累加降雪量（図４）は共に３ｍ（七戸地区は５

ｍ以上）を超えるなど、降雪量の多さが伺え、吹雪日

数（図５（推定値））も五所川原地区で２５日、七戸

地区で１７日発生している。 

 冬期間の通行止め（図６）は、津軽自動車道で１シ

ーズン平均４．４件（約２０時間）、上北自動車道で

は、 H28 ～ R 元年度こそ発生していないが、R2年度に

は大雪による視界不良の影響で、３件発生（約２３時

間）している。 

 通常期と比べ、冬期間の事故発生件数（図７）は、

津軽自動車道で約５．２倍、上北自動車道で約２．７

倍となっており、通行止め、事故いずれも、地吹雪等

の視界不良の影響が深く関係していると推察される。 

図4.累加降雪量の推移（過去５ヶ年）   

図5.吹雪日数 ( 過去５ヶ年 )  

図6.冬期通行止め日数 ( 過去５ヶ年 )  

 

図7.事故件数（過去５ヶ年月平均件数の比較） 

 

また、青森河川国道事務所は青森県内全域約３２２

ｋｍを管理しており、管理区域は、奥羽山脈により気

候が二分（図８）され、日本海側は降雪量が多く、太

平洋側では南岸低気圧による豪雪など、異なった環境

下で道路監視などの管理体制を構築する必要がある。 

      図8.豪雪地帯指定状況図 

 

４．１ ソフト対策 ( 吹雪視界情報 ( 予測 ) の配信） 

青森河川国道事務所では、平成24年度より、道路利

用者の安全・安心な冬道走行をサポートするため、

『冬の津軽自動車道』をお知らせするメール配信サー

ビスを実施している。このメール配信サービスでは、

利用登録者に対する情報提供として、津軽自動車道で

の視界不良による通行止め情報、地吹雪や吹雪による

吹雪視界情報（予測）、現況ライブカメラ画像の提供

を実施している。 

図９はメール本文と吹雪視界情報の表示例である。

吹雪視界情報は青森県全域の広域表示と津軽自動車道

周辺の狭域表示を提供し、狭域表示は 1km メッシュで

の視程の実況推定値、 1 ～ 6 時間後までの予測値の分

布を参照することができる。また、津軽自動車道のラ

イブ画像も提供している。  



 

図9.配信メールと吹雪視界情報の提供画面例 

（１）メール配信サービスの利用者数  

 平成24年度開始当初は 404 人利用者であったが、

年々利用者数が増加しており、R2年度は 1,749 人と開

始当初の約 4.3 倍迄増加してきている。（図１０） 

 

図 10. メール配信登録者数推移 

 

（２）アンケート調査による効果検証  

メール配信サービスの利用者評価、ニーズの把握を

目的として、終冬期（３月）に WEB 方式で実施した。 

 H29 年度に行ったアンケート調査において、吹雪視

界情報の有用性を聞いたところ、８割以上の方が『役

に立った』と評価を得た。（図１１） 

  R2年度はより詳細な利用実態を把握するためのアン

ケート調査を行った。（以下アンケート結果） 

・利用目的：「通勤通学」が約４割、「仕事で道路を

利用」、「日頃の生活情報」が約３割（図１２） 

・行動変化：５割以上の方が ｢ 走行するルートを変更

した ｣ と回答（図１３） 

・最も役立った情報：約９割の方が「津軽道通行規制

情報」と回答（図１４） 

・「今後も利用したい」と９７％が回答   

  

図 11. 有用性の評価    図 12. 利用目的

  

図 13. 行動変化 

  

図 14. 最も役立った情報 

 

（３）新たな取り組み（今年度から実施） 

 ・上北自動車道でのメール配信サービス開始 

昨年度の大雪の影響により、上北自動車道で冬期

間の通行止めが３件発生しており、津軽自動車道同

様、道路利用者への情報提供が効果的であると思わ

れるため、新たに今年度から運用を開始する。 

 ・ＡＩの活用（監視カメラ画像から視程判別） 

当事務所で使用している道路監視カメラの画像 

から、現在の視程をＡＩ解析し、ピンポイントでの

視程情報の提供を予定している。 

 

図 15. 提供イメージ 

 



４．２ 管理体制（取り組み） 

（１）監視体制の強化 

  日常的な管理として、道路巡回を行っているが、

一般国道での２日 / 回に対して、無料高規格道路で

は毎日実施しているが、異常気象時等の更なる強化

策として、冬期間においては、気象条件の急変時に

おいて、雪道巡回を追加実施している。 

また、当事務所では青森県内の広域的な管理を行

うため、吹雪等の危険に備え、ＣＣＴＶによる監視

を２４時間体制で行っている。（津軽自動車道：１

５台、上北自動車道：１０台配置） 

 

（２）通行止め計画（案）に基づいた管理実施体制 

  吹雪視界不良による通 

行止め実施にあたり、通 

行止め計画（案）とし 

て、図１６の通行止めフ 

ローを作成している。 

これにより、通行止め 

に対するの事前の備えが 

明瞭となり、迅速かつ的 

確な対応が行える。 

            図 16. 通行止め基本フロー 

 

 また、４．１ソフト対策の吹雪視界情報を通行止

め開始・解除の判断材料として活用している。 

 

（３）通行止め・牽引訓練の実施 

  冬期の大雪の影響による登り坂等での大型車両の 

立ち往生や吹雪視界不良時の通行止めの発生を想定 

した訓練を降雪前の１１月頃に実施している。 

 写真1.通行止め訓練   写真2.牽引訓練 

 

（４） SNS の活用 

従前、通行止め情報については、記者発表や事務 

所HP、道路情報版により提供していたが、より多く

の人にリアルタイムで情報発信できる方法として、

ツイッターを活用している。昨年度は吹雪視界不良

に伴う通行止め情報を計８回発信を行っている。 

 

 

図 17. ツイッター活用事例（通行止め情報） 

  

５．まとめ（今後の展開） 

■広報手段 

  メール配信サービスについては、道路利用者からの

評価も得られ、有効に活用されている。ただし、津軽

自動車道周辺地域の運転者数を考えれば、まだ十分に

道路情報が行き渡っているとはいえない。道路利用者

の適切な交通行動を幅広く促すため、現在行っている

HP、チラシ、ポスターでの広報に加え、より効果的な

広報手段を検討していく必要がある。 

■ニーズの把握（よりきめ細やかなサービスの提供） 

メール配信サービスの今年度の新たな取り組みとし

て開始する上北自動車道のメール配信やＡＩ活用によ

る視程ランク情報の提供は、冬の道路利用に対する安

全運転・事故防止への意識向上に繋がるサービスであ

ると考えている。今冬の取り組みに対する効果検証、

アンケート調査によるニーズ把握を継続して行い、よ

りきめ細やかなサービスを実施していく。 

■監視体制 

 新たな取り組みとして画像のＡＩ解析技術の活用に

より、従来、人の目による視覚的判断に頼らざるを得

なかった道路監視において、個人差による誤差と自動

判別による省力化を期待している。今後の監視体制に

おいて、本技術を併用したより効率的・効果的な監視

体制を試行、検討していく。 

■管理体制 

 現行の通行止め計画（案）の充実化として、タイム

ライン（時間軸、対応者・相手先をより明確化）を作

成すると共に、 SNS 活用推進を図るため、具体的な運

用方針（発信のタイミング等）を定めていく。 


